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○私たちの住んでいる地域には，どのような緑の環境があるか調べる。
○緑の環境が私たちに与えている役割や地域の森林や里地里山の保全を考える。

ねらい
・私たちの身近な環境の中の緑を調査し，身近な緑の存在に気付かせ，環境についての授業の導入として

興味・関心を高めさせる。
・地域の人々が森林や里地里山をどのように利用し，維持・管理してきたか調べ，これからの地域の環境

保全に関する自分たちの考えをまとめさせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　社会（地理的分野）　「身近な地域の調査」
　　　　　　理科（第１学年）　　「植物の生活と種類」
　　　　　　　　（第３学年）　　「自然と人間」
・高等学校　理科（生物基礎）　　「生物の多様性と生態系」
　　　　　　地理歴史（地理）　　「地形図」
　　　　　　公民（現代社会）　　「環境問題」

活動の内容
（1）各班で学校周辺の調査地点を選ぶ。
（2）ワークシート①のグリーンマップの作成に当たり，事前に目安

になる建物や道路を書き入れておく。
（3）選んだ地点の調査を行い，緑の状況や観察できた土壌や昆虫な

どの様子をワークシート①に記入し，グリーンマップを完成させる。

（4）（3）で調べた緑の種類や利用の目的について調べ，これからの地域環境保全についてワークシート②
にまとめる。特に，森林や里地里山があるときは，その維持・管理はどのようにしているか調査する。

（5）各班の調査結果や収集した情報を発表し，それぞれの班のワークシートを周辺の地図にあわせてみる
ことで，場所による比較考察を行い，理解を深める。

準備するもの
・周辺の地図（拡大したもの）
・デジタルカメラ

身近な緑のよさを考えよう
時　期
時　間
場　所

４～10月
２時間
校外，教室

グリーンマップの作成例

−42−



自
　
然

活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・野外調査は，授業時間の中で実施する方法だけでなく，休日などを利用した学習課題として取り組ま
せることも有効である。

・調査地域の中で危険な場所を事前にチェックしておく。
・私有地などに立ち入る必要がある場合は，相手の許可をとらせる。
・グリーンマップの作成に際して，緑の種類をあらわす記号を工夫し，まとめさせる。
・関連プログラムとして，「土壌中の小動物を調べよう」（p106）がある。

○参考資料
【栃木県の森林】
　栃木県の平地には，コナラ，クヌギ，クリなどの落葉広葉樹を主体とし，そこに常緑針葉樹のアカマ
ツが混じる林が多く見られる。かつて，これらの樹木は薪炭やシイタケの原木などに用いられ，落ち葉
は堆肥づくりにかかせないものだった。
　針葉樹であるスギ，ヒノキは，建材などとして利用価値が高いため，植林事業が進められてきた。広
葉樹を中心とした平地林と比べると，樹木が整然と生育し，人の手が入っている様子がうかがえる。平
地，あるいは丘陵地だけでなく，山地にも植林されている。

緑の種類をあらわす記号の例

クヌギ，クリの林 スギ，ヒノキの林 社寺にあるスギなどの巨樹
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　平成24年版栃木県森林・林業統計書によると，栃木県の林野面積は，県土面積（6408km2）の約２分
の１強であり，そのうちの半分弱が人工林である。

「平成24年版　栃木県森林・林業統計書」（栃木県）より作成
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【里地里山】

　里地里山とは，原生的な自然と都市との中間に位置し，集落とそれを取り巻く二次林（原生林が
伐採や災害などによって破壊された後，自然に，または人為的に再生した森林），それらと混在する
農地，ため池，草原などで構成される地域です。農林業などに伴うさまざまな人間の働きかけを通
じて環境が形成・維持されてきました。里地里山は，特有の生物の生息・生育環境として，また，
食料や木材など自然資源の供給，良好な景観，文化の伝承の観点からも重要な地域です。
　しかし，里地里山の多くは人口の減少や高齢化の進行，産業構造の変化により，里山林や野草地
などの利用を通じた自然資源の循環が少なくなることで，大きな環境変化を受け，里地里山におけ
る生物多様性は，質と量の両面から劣化が懸念されています。
　里地里山保全活動の取組の参考とするため，持続可能な資源利用に関する全国の特徴的な取組事
例を収集，分析し，幅広く情報発信を行っています。さらに，伝統的な里地里山の利用・管理手法
の再評価，保全活用につながる新たな利活用手法の導入，都市住民や企業など多様な主体の参加促
進方策などの視点について検討を行い，地域の活動にとって必要な助言や技術的なノウハウの提供
を行うことにより，全国的な里地里山の保全活用を促進しています。

（環境省Webページ「里地里山の保全・活用」より引用）

○発展学習
・緑の利用や保全に関する情報収集については，書物やインターネットの活用のほかに，所有者や管理

者にインタビューする方法もある。インタビューの際には，十分に事前学習・事前準備を行い，聴取
したい情報に関する質問を簡潔にまとめておくことが大切であり，マナーであることを指導する必要
がある。

・都市と郊外，農村など，いくつかの地点を調査することにより，それぞれの緑の種類や数，さらにそ
の役割も異なっていることを考えさせる。

・発表やまとめは，校内で実施するのが一般的だが，保護者や地域の方を交えた場を設定したり，学校
のＷｅｂページ上で発信するなど，広がりのある展開を工夫できる。

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
　・「環境省へようこそ！」　環境省　http://www.env.go.jp/
　・「生物多様性センター（環境省　自然環境局）」　環境省　http://www.biodic.go.jp/
　・「自然環境保全基礎調査　植生調査情報提供ホームページ」　環境省　http://www.vegetation.jp/
　・「インターネット自然研究所」　環境省　http://www.sizenken.biodic.go.jp/
　・「栃木県／栃木県森林・林業統計書について」　栃木県
　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.tochigi.lg.jp/d08/eco/shinrin/zenpan/20100331s.html

茂木町棚田の田植え
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ワークシート
①緑のよさを考えよう
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ワークシート
②緑のよさを考えよう
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